
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ

り、2020 年 4 月 16 日に全国に出された緊急

事態宣言をうけ、大学は臨時休校となり、学

生は登学することができなくなりました。こ

れまで当たり前のようにおこなわれていた、

学生と教員が一堂に会した対面による授業が

できなくなったのです。そこで、パソコンや

タブレットなどを使い、インターネットを介

した「遠隔授業（オンライン授業）」が導入

されることになりました。

　「遠隔授業（オンライン授業）」と一口にいっ

ても、いくつかのタイプがあります。Zoom

や Teams などを使ってリアルタイムで配信す

る同期型は、対面による授業とひじょうに近

く、音声や映像によるコミュニケーションが

可能です。しかし、授業資料や教材を LMS（学

習 管 理 シ ス テ ム：Learning Management 

System）に掲載し、一定期間内に課題等に取

り組ませる非同期型では、メールやチャット

など文字によるコミュニケーションが中心で

す。非同期型のなかには、録画した映像を配

信するオンデマンド型もありますが、配信で

は音声・映像が使われるものの、学生と教員

のやりとりは文字が中心となります。

　直に顔をあわせる対面コミュニケーション

では、音声だけでなく、表情・視線・身振り

など非言語情報もあります。それゆえ、こと

ばの背後にある相手の意図・感情など、深い

部分まで読み取ることもできます。しかし、

メールやチャットなど文字によるコミュニ

ケーションでは、文字だけで情報を伝えるこ

とになります。言語情報の不足を、表情・視線・

身振りなどの非言語情報が補ってくれる対面

コミュニケーションに対して、文字によるコ

ミュニケーションでは、文字だけが頼りです。

　音声ではうまく伝えられたことが、文字に

した途端、思うように伝えられなかったとい

うことは、だれしも一度は体験したことがあ

るはずです。うまく伝えられない原因として

は、文字（文章）を書く機会が少ない、つま

り経験不足があります。しかし、一番の原因

は、日本語力の不足です。日本語力が十分で

ないために、自分の思いや考えをうまく表現

できないのです。文字だけで、相手の思いや

考えを正確に読み取り、そして自分の思いや

考えを正確に相手に伝えるためには、それが

できるだけの日本語力が必要です。

　人は、生まれてから多くの人と関わりなが

ら生きていきます。進学・就職など環境の変

化によってさまざまな問題に直面したとき、

人とどのようにつながることができるかは重

要な問題です。新型コロナウイルス感染症に

よって、人と人の “つながり” が希薄になり

つつある今こそ、人と人とをつなぐ「ことば

＝日本語」の力が必要です。

　新型コロナウイルス感染症により、対面コ

ミュニケーションが難しくなり、図らずも日

本語の重要性が顕在化しました。感染症の収

束がなかなか見えず、閉塞感漂う現状を打破

し、ポストコロナ社会をより人と人がつなが

るものにするために、今一度「日本語」を見

つめ直すときが来ているのではないでしょう

か。

ポストコロナ社会に向けて、今こそ「日本語」を見直そう！
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新型コロナウイルスの出現により私たちの社会生活は大きな変化を余儀なくされ、コミュニケー
ションのあり方も、従来の対面コミュニケーションからオンラインを活用してのコミュニケーショ
ンへと変化しつつあります。今後、対面でのコミュニケーションも回復していくでしょうが、オン
ラインでのコミュニケーションも併用されることが予想されます。そうした人との関わり方のなか
で見えてくる日本語力の必要性について、愛媛大学の秋山教授にご意見をいただきました。
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